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ノリの仮称「穴あき症」について I

土屋 仁

はじめに

千葉県でのノリの主たる病害は，発生原凶の明らか

な，赤ぐされ病，緑斑病，白ぐされ病や，原因が不明

なバリカン症，弁:落ち症，芽イタミ症等によるもので

あったが，昭和55年度漁期にこれらと異なった新しい

症状のものがみられた。そしてこの被害は秋芽網から

年内生産期にかけて多くみられるため，ノリ養殖漁業

で最も重要な年内生産を左右する大きな問題となった。

本症状の初期は，室|の先ほどの穴として多数肉眼視

され， しだいに穴が拡大 l.長終的には網から流失し

生産に結び付かなL吋犬況と在る。

そこで筆者は，昭和571i三度から年内生産の安定をは

かることを目的に仮称「穴あきI;EJ (以下火あき 11i~ と

記す。)の原因究明に取り組み若 i二の知見を得たので

ここに報告する。

病害発生状況と経過

毎'1水試が/1)皇室殖技術指導のー環として1011上旬

のずf苗期から 11月下旬の秋芽網による生必期にかけて

実施している病害追跡調査結果から穴あき 11i~の予告生状

況を調べた。また，南行徳から天;J5Jに至る各組合の研

十

究会員から昭fU55年度からの発生状況を関取った。

その結果本病'吉の発生は，際11に示すように昭和55

年度に富津地区で初めて認められ，秋芳一剰の一斉J古tムー

にヨさったが. fむのI血lまには持lニjtめられなかった。

さらに56年度には，富津，内m北部地区で秋芽細時

期から認められ，前年!日i様の状況に至った。木更津北

部j也氏で3月にj，j'状が認められたが，生産を左.(i jる

ほと"1/iJ害はおよ大しなかった。

また昭和57年度には. I付房北部，富津，木更ィ衣It白1:

地1豆で大きな発生が認められ，また木更津市部， 子主主

北部1也I;{でも泊、}羽始めから軽度の発生がlitめられLI?..ド

全域lこ拡大した。

これらのことから，約千F発生の特徴は，河川水の影

響が少ない比較的IfJiかんな湖jiliしの良い漁場に多い傾

向を示したこと，さらにこの発病時期が11I1から 12月

にかけてと 3月rJ.降にtいことである。さらに秋井:

絹時期では，火がI!:JI恨復されてから 2週間前後で絢の

一斉撚去に至る事例が多くみられたことである。

火あき必のil'M内i'tlJ位は，葉f1'随所に認められ. %f4' 

の縁辺部;で'1'1 IlJf;を示「ことは少なく，大'1'が葉W;}I:

でjIJ形の忠告Fを呈している。

口認められない地区

冒軽度の地区

図 1 穴あき症発生地区と経過 盟重度の地区
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材料および方法

感染試験:新富津漁場でノリ網から採取した揺病葉

体と，室内で採苗，育苗した主主体(ナラワスサピノリ

)を図2に示す培養容器に入れ感染の有無を調べた。

また対照区として擢病葉体を入れない試験区を設定し

た。

擢病葉体

ノリ葉体

oU
六めに

図2 培養容捺

f古養液は， Provasol iのES培養液(変)の500倍濃

縮液を作製し(表 1)， 80
0

Cで約30分間加熱後放冷し

た海水にこれを 2ml/eの割合で添加したものを使用

した。

試験は，水温18
0

C，明期12時間，照度3000Luxlこ設

定した恒温室内で通気培養で実施した。

治療試験:治療用薬剤は，水産用アイベット水溶散砕

を用い，濃度は，有効成分が1ppmとなるように感染

試験で用いた培養液に添加した。この培養液で擢病葉

体を 3日間接養した後 jヰび薬剤を含まない培養液に

移した。

その他の器具，条件等については，感染試験と同様

に行なった。

治療試験を開始してから 5，7日目に，忠告1¥の拡大，

7チクラ層の残問の有無，細胞援の再生，細胞の状況

等について調査L，治療効果の検討を行なった。

患部からの菌分離と分離菌の病原性:昭和57年度漁

期が終了する段階で，漁場で採取した擢病業体から室

内採苗した健全な葉体に感染させ，適時うえつぎを行

ない摂病葉体を継(U古美 L，1.京凶I笥分離用葉体にfJ¥L
日

~。
細菌の分離は，以下のように行なった。即ち擢病部

を切り取り， 800Cで約30分間加熱後放冷した海水で2

~3 回洗浄後，ガラス製ホモチナイザーで粉砕した。

これをZoI3el12216E寒天平板熔地にエーゼを用いて塗

抹し， 18
0

Cに調節した低温恒温器で矯養した。約2週

間後に形成された多数のコロニーを形態，色調等によ

り区別し，各々の菌株に寄号を付けf共試菌株とした。

病原性の確認は，以下のように行なった。即ち倍養

液を入れた直径9叩のシャーレに健全な室内採筒葉w
を人れ，これに前述した菌を 2~3 エ ゼ接種した。

表1 ProvasoliのES熔養液(変)の処方

1液
NaN03 210g 
N a2glycerophosphate 30g 
Vitamin 812 6mg 
Thiaminc HCl 300mg 

Biotin 3mg 
H，O 41 

2液
Fe{NH ，) ，・ (SO，)，・ 6H，0 lO.5g 
Na，EDTA 9.9g 
H，o 1/ 

3液 Na2EDTA 15g 
FeCb . 6HzO 150mg 
H3B03 3g 
r."lnClz・4H20 600mg 
ZnCI2. 75mg 
CoCb .6H20 15mg 
H，O 11 

(注)混合 1液:2液:3 液~41: 1I:1I

つぎに緩種後18
0Cに保つである恒温室内にシャーレを

静置し， t.金銭によって 2臼毎に約1週間発病の有無を

調べた。

結 果

感染試験:試験開始 2日目から感染区の室内r，fi苗し
た葉件、に穴のあく症状がf!j限視され 3日目には穴が

拡大したが対照区には認められなかった(閃 3)。

感染した葉体の撰病部は，凶4に示すようにクチク

ラ層の残留が認められ，想、部外縁か己内側の 3~4 細

胞が，単JI包子様の球主~化を呈した状態で、給状に君、部を

とりまき， 一部Jl'iWから脱落した調TIJI包も認められるな

ど，漁場での'fMJ，白菜wと同僚の症状を呈した。

治療試験:試験開始 5[!目に，対照区では，態、部の

拡大により葉体の形状が認められない状態に至ったが，

試験I主では， fBI却の拡大は認められなかった。試験区

の検鏡結果は，凶 5に示すように残留していたクチク

滋山之内製薬製(ニ 7)レプラジン塩酸塩を6.666%含有)
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対照区 感染区

擢病葉f卒

図3 穴あき症感染試験
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ラ層は消失し，回復傾向を示した。また忠告1;の細胞は，

ifli胞の大型化が認められた。

7日目の検銭結果では，閃 6に示すように怠剖;に細

胞墜の再生が認められ治癒した状態を示した。

患部からの菌分離と分離菌の病原性.忠告問、らの菌

の分離と，分離された菌を用いての病原性の検査を繰

返し実施した結果，漁場での病徴と同様の症状を J'J 

に起す網菌カ守在定された。

菌J主極による病徴は 2日日では，一部のノリの細

胞に球型化が認められ，約 1週間後には業体全面にお

よんだ。

穴あき症の原凶菌は，培地 kに形成されたコロニー

の形態から，黄色色素産生，寒天分解能を有してむり，

グラム染色の結果.グラム陰性の梓菌であった。

考 察

昭和55年度漁期から新たに認められた穴あき症は，

一連の試験結果からグラム陰性梓菌による感染症であ

ると確iZされた。

この穴あき症は，のり病徴委員会u や斉藤"が記載

している緑斑病と円形，半円形の忠告Eを生「る点で類

似するが，緑斑fおは鮮緑色の病変部を生じ原形質のIIj

出現象が認められる病気である(凶7)。また中尾ら引

の緑"ft病様障害は，忠部に緑変細胞が認められるが原

形質の吐出現象は認められないと報告している。

穴あき症においては，緑変細胞や原形質の吐出現象

等の痕状が認められない。以上のことから明らかに，

穴あき出は緑斑病と異なった病徴を呈している。従っ

てこの原閃尚一も別種のものと考えるのが妥当である。

穴あき症においては，ノリの細胞が円ぽ健全と思わ

れる状態で単体または複数で業体かι"低落すること，

またクチクラ層が残留すること等の病微から細菌の特

徴について判断すると，藤田"の緑JJ1病様障害をおこ

す細菌と同様に，ノリ葉体の細胞間隙物質であるマン

ナン，キシラン，ポルブイラン等の酸性多糖類を酵素

分解していると考えられる。また忠部に認められる球

裂ftした細胞は，細胞間隙物質が分解された結果から
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7ロトプラス f状態となった>1lilll包と指君主とされる。

;¥あき症の原!大l尚一と判断される菌t*が降詑されたの

で，今後はノリの自然食品としての位置付けを崩さな

いことを第 1義として，漁業者の協力を1与ながらこの

病害防止のための試験を実施していくことが大変重要

な課題と考えて¥'る。

婆約

1 )穴あき症は，Jヒ較的[吉iかλなi朝日重しの良L吋f.¥¥J詩で，

11月から12月にかけてと 3月に顕著な発生が認め

られた。

2 )穴あき)，干のf駒内部位は，葉I材育所に認められ，大

半が'illif4-、部;で円形の怠剖;を呈した。

3 )病後l土，細胞間隙物資が分解されるため細胞が翠L

体から脱落し，円形の穴を生じる。忠郎は，クチ 7

7層の残日uが認められ，球型化した調印包が輪状に認

められた。

4 )プてあき症lム ー速の試験結果から，黄色色素Iす生，

寒天分解能を有したグラム陰性梓菌によることが判

明した。

5 )この菌は1J 1)葉体の細胞間隙物質のみを分解し，

細胞には傷害を与えないと鋭察された。
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